
 

 

様式第二号の十三(第八条の十七の二関係) 

(第１面) 

特別管理産業廃棄物処理計画書 

  令和6年 6月 1日 

山口県知事 殿 

 

 

提出者                     

住 所  山口県防府市大字西浦８８８番地１号 

氏 名  マツダ株式会社           

防府工場長  末廣  誠二 

電話番号   ０８３５－２９－１１１１（代表） 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の２第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します 

事 業 場 の 名 称  マツダ株式会社 防府工場 

事 業 場 の 所 在 地 
 （西浦地区） 山口県防府市大字西浦８８８番地１号 

（中関地区） 山口県防府市大字浜方大浜４１５番地の８ 

計 画 期 間  2024年4月1日～2025年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類 輸送用機械機具製造業、医療業 

② 事 業 の 規 模 9,520 (億円)    ※両地区出荷額の総和 

③ 従 業 員 数 4,423 人 

④特別管理産業廃棄物

の一連の処理の工程 
別紙「産業廃棄物発生・処理工程」 のとおり 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

別紙「廃棄物管理体制図」 のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（ 2023年度）実績】       

特別管理産業廃棄物の種類  廃油 PCB汚染物 

排 出 量 57ｔ 0ｔ 

（これまでに実施した取組） 

廃棄物発生量削減の年度目標を設定し、各部門が使用原材料削減

および廃棄物削減活動を、継続的に実施している。 

 

 

 

② 計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類  廃油 PCB汚染物 

排 出 量 80ｔ 28ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

単位生産量あたり廃棄物発生量を前年度より削減し、増産に伴う総

廃棄物量の増加が最小限となるよう、これまでの活動を継続して実

施する。 

 

 

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 廃棄物の種類ごとに置場整備と表示を行い、ルールの設定・教育

により、確実に分別ができるようにしている。 

 

②計画 

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関す

る取組） 

ルールの再教育など、これまでの活動を継続して実施する。 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

①現状 

【前年度（平成   年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類    

自ら再生利用を行った

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

  

 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類    

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

①現状 

【前年度（平成   年度）実績】  

特別管理産業廃棄物の種類     

自ら熱回収を行った

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

    

  

 

②計画 

【目標】   

特別管理産業廃棄物の種類    

自ら熱回収を行う 

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項 

 

①現状 

【前年度（平成   年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類    

自 ら 埋 立 処 分

を 行 っ た 

特別管理産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

  

  

 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類    

自 ら 埋 立 処 分

を 行 う 

特別管理産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（2023度）実績】  

特別管理産業廃棄物の種類 廃油 PCB汚染物 

全 処 理 委 託 量 57ｔ 0ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
57ｔ 0ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
57ｔ 0ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
0ｔ 0ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

0ｔ 0ｔ 

（これまでに実施した取組） 

産業廃棄物を適切に処理でき、かつ再生利用できる業者を選定して、

委託契約を締結している。 これにより、処理後残渣の発生が最小に

なるように取り組んでいる。 また、処理委託先の現地確認により、

適切な処理が継続して行われていることを確認している。 

 

 



 

 

（第５面） 

 ② 計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類  廃油 PCB汚染物 

全 処 理 委 託 量 80ｔ 28ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
80ｔ 28ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
80ｔ 28ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
0ｔ 0ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

0ｔ 0ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

これまでの活動を継続し、適切な契約締結や、処理委託先の現地確認

を行う。 新規の委託契約を締結する際は、優良認定処理業者との契

約を検討する。 

 

 

 

 

 

電子情報処理組織の使用

に関する事項 

【前年度（2023年度）実績】 

特別管理産業廃棄物 

排 出 量 

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。）  

57 t 

（今後実施する予定の取組） 

マニフェスト電子化100%とPCB特措法対応を進める。 

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が終了

するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入するこ

と。 

４ 「自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った特別管理産

業廃棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及

び取組を記入すること。 

５ 「自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種

類ごとに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行うことにより特別管理産業廃棄

物に該当しなくなった産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入すること。 

 ６ 「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごと

に、全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃

に関する法律施行令（以下「令」という。）第６条の14第２号に該当する者）への処理委託量、

処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設

置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取

組を記入すること。 

 ７ 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前年度の特別管理産業廃棄物の全発生量

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物（令第２条の４第５号イからハまでに掲げるものをいう。）を除く。）

を記入すること。その量が50トン以上の者にあっては、今後の電子情報処理組織の使用に関する

取組について記入すること。 

 ８ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理産業

廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該

欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がな

いときは、「―」を記入すること。 

９ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 



マツダ株式会社防府工場（中関地区）  産業廃棄物発生・処理工程 (2023年度実績）

【凡例】 ：工程、場所 ：産業廃棄物 ：特別管理産業廃棄物 ：有価物

（売却）

リサイクル（再生鋼）/日本磁力選鉱㈱

リサイクル（再生鋼）/ツネイシカムテックス㈱

リサイクル（熱・路盤材）/光和精鉱㈱

リサイクル（砥石原料）/クレノートン㈱

リサイクル（燃料化）/㈱ダイセキ

リサイクル（燃料化）/㈱ダイセキ

リサイクル（熱）/エコシステム山陽㈱

リサイクル（再生鋼）/日本磁力選鉱㈱

焼却・残渣埋立/㈱山陽レック

リサイクル（燃料化）/㈱ダイセキ

リサイクル（熱・路盤材）/北九州エコエナジー㈱

リサイクル（原料化）/ホクザイ運輸㈱

リサイクル（分別、原料化）/(有)丸津商店

（特別管理産業廃棄物は、内部液（強酸））

（売却）

リサイクル（燃料化）/㈱ダイセキ

リサイクル（セメント原料化）/UBE三菱セメント㈱

無害化処理 / 光和精鉱㈱

リサイクル（原料化）/日本磁力選鉱㈱

発生源工程 排出物/廃棄物名称 社内処理先 処理方法/処分先

ダイキャスト工程 溶解工程 アルミ灰

研磨カス

廃油

ショットダスト

鋳造工程

機械加工工程

表面処理工程

機械加工工程

浸炭焼入工程

組立工程 組立工程 廃油

各工程 （廃水）

廃水汚泥

廃水処理場

脱水機

脱水汚泥

砥石くず

熱処理工程

ソルト処理工程

ショット加工工程

廃油

集塵ろ布

油水分離槽・
フィルターろ過

熱処理汚泥

油性研磨カス

木くず各工程

廃バッテリー各工程

廃プラスチック類各工程

廃油各工程

廃油

銅・ｱﾙﾐ含有汚泥

各工程 PCB汚染物

耐火煉瓦各工程



マツダ株式会社防府工場（西浦地区）  産業廃棄物発生・処理工程 (2023年度実績）

【凡例】 ：工程、場所 ：産業廃棄物 ：特別管理産業廃棄物 ：有価物

（売却）

リサイクル（破砕・圧縮）/㈱西原資源

（売却）

リサイクル（燃料化）/㈱ダイセキ

（売却）

リサイクル（再生鋼、路盤材）/共英製鋼㈱

リサイクル（熱・路盤材）/光和精鉱㈱

リサイクル（再生鋼、路盤材）/共英製鋼㈱

リサイクル（セメント原料化）/㈱ダイセキ

リサイクル（セメント原料化）/㈱ダイセキ

リサイクル（セメント原料化）/㈱ダイセキ

リサイクル（熱・路盤材）/光和精鉱㈱

リサイクル（熱）/エコシステム山陽㈱

リサイクル（熱）/オイルクリーンセンター㈱

リサイクル（燃料化）/㈱ダイセキ

リサイクル（路盤材）/共英製鋼㈱

リサイクル（セメント原料化）/㈱イマナガ

リサイクル（路盤材）/共英製鋼㈱

リサイクル（セメント原料化）/㈱イマナガ

リサイクル（原料化）/㈱西日本ガラスリサイクルセンター

リサイクル（原料化）/㈱総林

リサイクル（原料化）/ヤマコー㈱

リサイクル（熱・路盤材）/北九州エコエナジー㈱

リサイクル（破砕・圧縮）/㈱西原資源

リサイクル（原料化）/ホクザイ運輸㈱

リサイクル（分別、原料化）/(有)丸津商店

（特別管理産業廃棄物は、内部液（強酸））

（売却）

リサイクル（燃料化）/㈱ダイセキ

リサイクル（セメント原料化）/UBE三菱セメント㈱

無害化処理 / 光和精鉱㈱

リサイクル（原料化）/㈱NRS

リサイクル（原料化）/常石鉄工㈱

発生源工程 排出物/廃棄物名称 社内処理先 処理方法/処分先

プレス工程 ブランク工程 スティールバンド

鋼板梱包材

廃シーラー

スパッタ

廃砥石、鉄粉

鋼板スクラップ

電極くず等

プレス工程

シール工程

溶接工程

車体工程

組付け工程

塗装工程 表面処理工程

化成スラッジ

汚泥電着工程

シーラー工程

アンダー塗装工程

廃シーラー

廃ＰＶＣ

上塗工程 廃塗料

廃シンナー

廃アルミ箔

組立工程 部品受入工程

組立工程

廃ウレタン

廃ウインドガラス

廃プラスチック類

汚泥

各工程 （廃水）

廃水汚泥

廃水処理場

脱水機・乾燥機

脱水汚泥

新車検討工程 使用済研究車両

木くず各工程

木製パレット

廃バッテリー各工程

廃プラスチック類各工程

廃シーラー

廃油各工程

廃油

各工程 PCB汚染物

各工程 石膏ボード



マツダ株式会社防府工場（西浦・中関 両地区 診療所）  産業廃棄物発生・処理工程(2023年度実績）

【凡例】 ：工程、場所 ：産業廃棄物 ：特別管理産業廃棄物

リサイクル（路盤材）/共英製鋼㈱

リサイクル（路盤材）/共英製鋼㈱

（主に注射器等が特別管理産業廃棄物）

発生源工程 排出物/廃棄物名称 社内処理先 処理方法/処分先

感染性産業廃棄診療所

廃プラスチック類診療所



（別紙）　廃棄物管理体制図

防府工場 防府工場 防府工場スタッフ
環境管理責任代行者 （防府工場副工場長）
（防府工場長） 総務部

総括チーム
保安・来客チーム
地域リレーションチーム
労務チーム

環境事務局
第４ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ製造部
第１変速機課 各係

（凡例） 第２変速機課
ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ工務技術Gr

第４車両製造部
プレス課 各係
車体課
第１塗装課
第２塗装課
第１組立課
第２組立課

品質本部 防府検査部 防府品質監査Gr
防府完成検査Gr

MPS本部 防府購入品管理部 防府PT購入品管理Gr
防府車両購入品管理Gr

技術本部 プラント技術部 第2エネルギー技術Gr
施設係
<廃棄物管理担当>

総括・教育チーム

作業安全・啓発チーム

※西浦・中関 両地区

環境管理責任代行者 ○ 廃棄物処理方針の策定
○ 工場廃棄物管理規程の策定・改廃
○ 廃棄物処理に関する各種事項の決定、承認

環境事務局 ○ ISO14001環境マネジメントシステムに基づく、廃棄物削減の推進
役 ○ 計画的な廃棄物の管理運営を行う上で必要な事項の検討

各部門 ○ 廃棄物削減活動
割 ○ 発生した廃棄物の適切な分別、保管場所の管理

廃棄物管理担当 ○ 廃棄物処理業者、再生利用業者の調査、選定、管理
○ 委託契約の締結
○ 産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付・管理
○ 監督官庁への各種報告
○ その他関連事項

防府診療所

審議

ライン

安全健康防災推進部

設備安全・防災チーム

健康推進センター

－管理体制－



多量排出事業者の特別産業廃棄物処理計画書（補足）（2024年度計画）

マツダ株式会社　防府工場
別紙2-2

所在地（市町名） 防府市 事業の種類
輸送用機械
器具製造業

（ 単位 ： トン ）

種　　　　　　　類 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

廃油 57 80 57 80 57 80 57 80

廃酸 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

廃アルカリ

感染性産業廃棄物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

PCB

PCB汚染物 0 28 0 28 0 28 0 28

PCB処理物

廃石綿等

有害産業廃棄物

計 　 　　   (Ｂ) 57 108 0 0 0 0 0 0 0 0 57 108 57 108 57 108 0 0 0 0

認定熱回収業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

排出量区
分

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

認定熱回収業者への
処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う　産業廃棄物の量

全処理委託量

多量排出事業者　　名　称 マツダ株式会社　防府工場

排出抑制に関する事項 自ら行う再生利用に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量


